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長い箸（３尺３寸箸）の話
校長 鶴 潔

先日，鹿児島県内でインフルエンザ注意報が出され，また新型コロナ感染者

数も増えてきているとの報道もあり，感染症予防対策の徹底を進めているとこ

ろです。御家庭でも登校前の健康観察をお願いいたします。マスクの着用は，

御家庭や個人の判断でお願いいたします。ただ，暑さが厳しくなっております

ので，運動中や登下校時は熱中症予防の観点からできる限り外してほしいと思

っております。

今回は，６月の校内人権旬間の全校朝会で子どもたちに話した「長い箸の話」

についてご紹介いたします。なぜ，この話をしたかというと，勿論，子どもたちに

人権，特に思いやりの心やみんなが幸せに暮らす世の中について考えてもらい

たいからです。そして，この話を選んだきっかけとなったのは，この長い箸が校

長室の入り口に以前から掛けてありましたが，子どもたちが，その存在にも気付

いていなかったのです。せっかくどなたかが作成され学校に寄贈していただいたものです。また，「この

箸は何ですか？教えてください。」との６年生のリクエストもあり，お話することになりました。

このお話をした後，子供たちに「地獄と極楽の違いは何でしょうか。」という問いを行い私の話は終わり，

各学級で話合いの時間をもちました。

下学年の子供たちは，「極楽の人はやさしい。」「思いやりがある。」「地獄の人は自分のことしか考えて

いない。」 等の意見が出たそうです。上学年では，「まったく同じ，ご馳走と箸なのに，そこに住む人の心

で，地獄にも極楽にもなる。」との意見が出たそうです。さすがは東谷山の子です。話をしてから，子供た

ちの記憶が薄れる頃です。御家庭でも感想等を話し合っていただけたら幸いです。
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本校では，お互いに認め合
い，助け合って，偏見や差別を
なくそうと努力する意欲と実践
力をもつ児童を育てることを目
標に人権同和教育を行っていま
す。その中で，学期１回，校内
人権旬間を設定し，子どもたち
が身近な問題に結びつけながら「人権」や「差別」に
ついてより深く考えられるようにしています。
１学期は，６月１日～６月１４日の期間に，全校朝
会での校長講話や全学級での人権学習の実施，人権標
語・人権ポスター作成などの取組を行いました。
子どもたちは，学校・学級生活の中で「安心感」を

もちながら，自分のよさを発揮し，成長していきます。
自分や仲間の大切さについてじっくり考えたことをこ
れからのよりよい生き方に生かしていってほしいです。

６月８日は春の一日遠足を行いました。

１年生…平川動物園
２年生…かごしま水族館
３年生…鹿児島市立科学館・青少年勤労ホーム
４年生…かごしま環境未来館
この日はあいにくの天気でしたが，子どもたちは元

気よくバスに乗り込み，出発していきました。
１年生の子どもたちは学校に帰ってき

て，「コアラがかわいかったよ。」「ペ
ンギンが泳いでいたよ。」など，興奮気
味で報告してくれました。
お弁当を食べ，友達とおしゃべりした

り，遊んだり，楽しい時間を過ごせたよ
うで，子どもたちの顔はとても満足そう
でした。「楽しかった。」と言う声がたくさん聞こえ
てきました。雨でも楽しめた一日遠足だったようです。

６月７日～８日に６年生が修
学旅行で熊本に行ってきまし
た。１日目は熊本城を見学した
後，班ごとに自主研修で回り現
地のボランィアの方々からも貴
重なお話を聞くことができまし
た。初めて見たり聞いたりした
ことが多く，鹿児島との繋がりや違いを感じながら深
い学びができたようです。２日目はグリーンランドで
いろいろなアトラクションを楽しみました。
学校に帰ってきた６年生は「いろいろな友達とたく

さん話をすることができた。」「熊本城がすごく大き
くてびっくりした。」「くまもんに会えて嬉しかっ
た。」などの感想を満面の笑顔で教えてくれました。
楽しく充実した２日間になりました。

【転出】橋口尚明 教頭（鹿児島市立錦江台小学校へ）
２年と３カ月，皆さんには大変お世話になりまし

た。元気で明るく，優しい子どもたち，子ども思い
で一生懸命な保護者の皆さん，心温かく頼りになる
地域の皆さん，この出会いはわたしの宝物です。

皆さんのことを思いながら新しい学校でも頑張ります。

【転入】本村博文 教頭（鹿児島市立原良小学校より）

人権同和教育 ～校内人権旬間の取組～

雨の一日遠足でしたが，楽しめたようです

修学旅行 仲間との絆を深めることができました

人事異動について お知らせします

６月２０日～２１日は，５
年生が集団宿泊学習で鹿児島
市立少年自然の家に行ってき
ました。「野外炊飯」ではグ
ループの仲間と助け合いなが
らおいしいカレーをつくるこ
とができました。「キャンド
ルセレモニー」では，厳かな雰囲気の中，親火から子火
へと次々に火が灯されていきました。静かにゆれる炎の
ように温かくやさしい気持ちを持ち続けていこうと誓う
子どもたちでした。今回の宿泊学習を通して，仲間と協
力することの大切さや集団の一員としての在り方（ルー
ルやマナー，時間を守る・人との関わり・感謝の気持
ち）などについて，学ぶよい機会になったようです。多
くのことに気づき，学び，仲間と共にかけがえのない思
い出をつくることができました。

６月１０日は「大雨特別警
報が発表され，地域に土砂災
害，浸水害が発生し，児童だ
けの下校は安全が保障されな
い」という緊急時を想定した
児童引き渡し訓練を行いまし
た。保護者の方々には「これ
から児童引き渡しを行いま
す」という内容の学校安全メールを確認後，児童の引き
取りにきていただきました。
今回は，車での引き取りの状況も想定し，時間の都合

上，１・３・５年に長子のお子さんがいる保護者の方々
には車での引き取りを，２・４・６年に長子のお子さん
がいる保護者の方々には徒歩での引き取りをしていただ
きましたが，大きな混乱もなく，計画どおりにスムーズ
に引き渡しを行うことができました。
学校は，いつ起きるか分からない災害時に備え，子ど

もたちの大切な命を守るために，今後も最善の対応の仕
方を考え，改善に努めていきます。
御多用中，御協力ありがとうございました。

【７月の行事予定】
６日(木) 薬物乱用防止教室（５年）

７日(金) いじめについて考える日

〃 租税教室（６年）

８日(土) 土曜授業日 プール掃除(６年 ２学級)

１３日(木) 薬物乱用防止教室（６年）

１４日(金) 鹿児島ジュニア検定(５・６年)

２０日(木) 終業式

２１日(金) 夏季休業日（～８／３１）

２６日(水) 市水泳記録会(６年)

２７日(木) 市水泳記録会(５年)

【８月の行事予定】
１日(火) 第２回学校運営協議会

１３日(日) 学校閉庁日（～１５日）

※ 学校職員の健康の保持・増進，心身のリフレッ

シュを図るため。

集団宿泊学習 仲間と協力しながらやり遂げました

緊急災害時における児童引き渡し訓練


